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　６月６日、塩見建設（株）から寄贈していただいた

エアコン２機が学童保育室に設置されました。

　窓が多く夏場は差し込む日光で室温が高くなりがち

な学童保育室で、少しでも快適に過ごせるようにと設

置の申し出をいただいたもので、６月１６日には町長

室にて、地域貢献に対する感謝として、塩見建設の越

田代表取締役に町から感謝状が贈られました。

塩見建設（株）から

学童保育室にエアコンの寄贈

　６月３０日、株式会社北興建設から町に、コロナウ

イルス感染症対策として水泳指導者向けの耐水透明マ

スク１０枚が寄贈されました。

　当日は来庁された株式会社北興建設の高木現場代理

人から佐野町長にマスクが手渡され、受け取った佐野

町長が「Ｂ＆Ｇ海洋センタープールでの水泳教室など

に活用させていただきます」とお礼を述べられました。

（株）北興建設から

水泳用マスクの寄贈

　６月１７日、北竜町商工会女性部から、新型コロナ

ウイルス感染症対策に活用していただければと、やわ

ら保育園・真竜小学校・北竜中学校にそれぞれ薬用ハ

ンドソープ５ｋｇ×３個が寄贈されました。

　当日は商工会女性部の藤田部長がハンドソープを携

え各施設を訪れ、園長先生や校長先生、児童生徒代表

がお礼を述べて受け取られました。

商工会女性部から小中学校・

保育園にハンドソープの寄贈

真竜小学校にて 北竜中学校にて

やわら保育園にて
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　７月２日、「北空知もう一つの生花リレー」と題して、

北育ち元気村花き生産組合北竜支部から町に生け花が

寄贈されました。

　新型コロナウイルス感染拡大により暮らしに様々な

影響が出ている今、美しい花で町民を元気づけたい、

また花の魅力をより多くの方々に知っていただきたい

との思いから実施されたもので、当日はひまわりやス

ターチスなど種々の花々を携えて来庁された生産組合

の方々が、役場ロビーにて生け花を制作。５種類の花

を用い鮮やかな手際で活けられた生け花が、役場正面

ロビーを彩りました。

北育ち元気村花き生産組合

北竜支部から生け花の寄贈

　７月１日、株式会社砂子組（奈井江町）から段ボー

ルベッド２０台が寄贈されました。

　いつ起こるかわからない災害に備え、避難所などで

役立ててもらえれば、と申し出をいただいたもので、

７月３日には役場応接室にて、地域貢献に対する感謝

として、砂子組の工藤現場代理人に町から感謝状が贈

られました。

（株）砂子組から

段ボールベッドの寄贈

　お子さんやお孫さんが誕生した時、旅行のために、一眼レフやデジタルカメラを購入しませんでした

か？ 毎日何気なく見ている北竜町の綺麗な風景や、可愛い子ども達の笑顔をカメラで撮影して応募し

てみませんか？　町では来年のカレンダーに掲載する写真を募集しています。みなさんからの応募をお

待ちしています！

　■応募期間　令和２年１１月３０日(月)まで

　■応募方法　データでの応募をお願いします。ＣＤ・ＤＶＤ・電子メール等

　　　　　　　３ＭＢ以上１０ＭＢ以下の画像ファイル（ｊｐｇ)でお願いします。

　　　　　　　複数作品を電子メールで送付される場合は、写真１枚毎にメール１通にてお願いします。

　■記載事項　応募する際に、氏名(フリガナ）、年齢、撮影日時、撮影場所、住所、電話番号、

　　　　　　　メールアドレス、作品名、コメント(撮影した時の状況や気持ちなど）を記載願います。

　■応募規定　一人何点でも応募できます。組み写真は不可。未発表作品。被写体が人物の場合は

　　　　　　　被写体の了承を得ていること。

　■応 募 先　【郵　送】　〒０７８－２５１２ 北竜町字和１１－１ 北竜町役場企画振興課広報統計係

　　　　　　　【メール】　info@town.hokuryu.hokkaido.jp

といろの北竜と笑顔の写真大募集!!
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令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
は
６

月
18
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日

　

令
和
２
年
２
月
26
日

■
調
査
事
項

　

財
政
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果

　

指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日

　

令
和
２
年
４
月
８
日

■
調
査
事
項

　

小
学
校
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果

　

指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日

　

令
和
２
年
６
月
11
日

■
調
査
事
項

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

■
調
査
結
果

　

指
摘
事
項
な
し

ま
ち
づ
く
り
等
調
査
特
別
委
員
会

■
令
和
２
年
６
月
11
日
に
行
っ
た

調
査
結
果
に
つ
い
て
の
中
間
報
告

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
〔
北
竜
町
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
〕

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
〔
令
和
２
年
度
北
竜

町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

に
つ
い
て
〕

・
既
定
予
算
に
５
５
，
６
４
５
千

円
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
，
６

６
２
，
７
４
２
千
円
と
す
る
補
正

予
算

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
〔
令
和
２
年
度
北
竜

町
立
診
療
所
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て
〕

・
既
定
予
算
に
３
９
６
千
円
追
加

し
、
予
算
総
額
を
１
０
１
，
６
９

６
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
〔
令
和
２
年
度
北
竜

町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て
〕

・
既
定
予
算
に
３
，
３
９
０
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
４
６
９
，

４
９
０
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

　
中
村 

広
治 

氏
（
再
任
）

　
善
岡 

浩
樹 

氏
（
再
任
）

　
松
田 

力
　 

氏
（
再
任
）

　
川
島 

史
伸 

氏
（
新
任
）

　
植
松 

春
雄 

氏
（
再
任
）

　
水
谷 

茂
樹 

氏
（
再
任
）

　
高
田 

秋
光 

氏
（
再
任
）

　
北
清 

裕
邦 

氏
（
再
任
）

　
澤
田 

正
人 

氏
（
新
任
）

　
川
瀬 

崇
　 

氏
（
新
任
）

　
藤
崎 

正
雄 

氏
（
再
任
）

○
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　
高
畑 

克
洋 

氏
（
新
任
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

　
白
岡 

直
樹 

氏
（
新
任
）

○
北
竜
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ

ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
等

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
奨
学
資
金
貸
付
基
金
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
特
別
奨
学
資
金
貸
付
基

金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
に
４
２
，
１
２
６
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
，

７
０
４
，
８
６
８
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
に
２
，
０
７
９
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
２
７
，

９
７
９
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
に
１
，
９
３
０
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
４
７
１
，

４
２
０
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
に
３
，
２
３
３
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
０
９
，

委
員
会
報
告

承
認

同
意

原
案
可
決

議会広報委員会Ｎｏ．３５０
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４
３
３
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

・
収
益
的
収
入
で
４
８
１
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
６
９
、
１

９
１
千
円
と
す
る
。
収
益
的
支
出

で
、
１
，
２
４
４
千
円
を
追
加
し
、

７
５
，
８
４
４
千
円
と
す
る
。
資

本
的
支
出
で
40
千
円
を
追
加
し
、

１
２
５
，
１
６
９
千
円
と
す
る
。

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て

○
株
式
会
社
北
竜
振
興
公
社
の
経

営
状
況
を
説
明
す
る
書
類
の
提
出

に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
に
１
７
，
０
１
０
千

円
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
，
７

２
１
，
８
７
８
千
円
と
す
る
補
正

予
算

○
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業

化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書

○
「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
」

を
求
め
る
意
見
書

○
「
新
た
な
基
本
計
画
に
お
け
る

農
村
振
興
の
強
化
」
を
求
め
る
意

見
書

追
加
議
案

報
告
済

意
見
書
提
出

　

６
月
18
日
に
開
会
さ
れ
た
第
２
回
定

例
会
で
は
、
３
名
の
議
員
か
ら
３
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

松
永
議
員

ひ
ま
わ
り
の
里
と
ひ
ま
わ
り

関
連
事
業
の
対
応
に
つ
い
て

松
永
議
員

　

国
道
２
７
５
号
線
沿
い
の
景
観

ひ
ま
わ
り
の
作
付
け
は
準
備
が
進

ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
他
の

地
域
で
の
作
付
け
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

佐
野
町
長

　

２
７
５
号
線
沿
い
の
「
ひ
ま
わ

り
ロ
ー
ド
」
は
例
年
同
様
の
４
．

８
６
ha
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
景

観
用
１
２
．
１
２
ha
、
油
用
７
．

６
２
ha
の
作
付
け
と
な
っ
て
い
る

が
、
本
年
は
里
で
の
作
付
け
中
止

に
よ
り
町
民
や
事
業
所
に
対
し
昨

年
以
上
の
作
付
け
を
お
願
い
し
て

い
る
。

松
永
議
員

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
土
壌
向
上
に

向
け
た
作
業
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

佐
野
町
長

　

里
を
管
理
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ

ま
わ
り
や
普
及
セ
ン
タ
ー
の
見
解

を
基
に
、
二
度
、
緑
肥
え
ん
麦
の

作
付
け
・
す
き
込
み
を
行
い
、
最

後
の
秋
ま
き
小
麦
を
播
く
と
共

に
、
Ｐ
Ｈ
値
改
善
の
た
め
堆
肥
や

土
壌
改
良
材
の
投
入
も
行
う
工
程

と
な
っ
て
い
る
。

松
永
議
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
中
断
し
て
い
る
ひ
ま
わ

り
の
里
基
本
計
画
策
定
委
員
会
の

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

佐
野
町
長

　

鈴
木
委
員
長
を
は
じ
め
有
識
者

委
員
の
本
町
と
の
往
来
が
難
し
い

た
め
最
終
委
員
会
を
延
期
し
て
い

る
が
、
今
後
の
状
況
を
見
な
が
ら

再
開
し
た
い
。

松
永
議
員

　

こ
の
基
本
計
画
の
中
で
新
展
望

台
や
観
光
セ
ン
タ
ー
の
素
案
が
提

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
建
設

費
等
の
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

佐
野
町
長

　

現
在
、
積
算
を
お
願
い
し
て
い

る
。
最
終
の
委
員
会
に
は
提
示
で

き
る
よ
う
に
進
め
て
い
る
。

松
永
議
員

　

こ
の
基
本
計
画
に
つ
い
て
理
事

者
の
考
え
・
受
け
止
め
方
を
伺
い

た
い
。

佐
野
町
長

　

計
画
策
定
後
、
必
要
な
予
算
を

提
示
し
、町
民
や
議
会
に
説
明
し
、

十
分
理
解
を
得
た
上
で
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

松
永
議
員

　

人
口
減
少
に
よ
り
以
前
の
様
な

ひ
ま
わ
り
の
里
の
運
営
（
イ
ベ
ン

ト
や
出
店
）
が
困
難
な
状
況
に
な

る
と
見
込
ま
れ
る
が
、
ど
の
時
点

で
基
本
計
画
の
遂
行
、
中
止
を
判

断
す
る
の
か
。

佐
野
町
長

　

策
定
委
員
会
で
は
将
来
の
里
の

あ
り
方
を
見
据
え
た
計
画
を
立

て
、
そ
れ
を
基
に
十
分
検
討
し
た

第３回定例会は
９月10日～15日迄の予定です。
（土日含まず）
意見書等あれば
議会事務局までお持ち下さい。

■議会を傍聴しませんか
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後
、
町
民
や
議
会
等
に
説
明
し
理

解
を
得
た
上
で
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
、
現
時
点
で
中
止
は

考
え
て
い
な
い
。

松
永
議
員

　

近
い
将
来
、
町
の
財
政
も
人
口

減
に
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
く
る
と

思
う
の
で
、
ひ
ま
わ
り
の
里
の
整

備
に
つ
い
て
の
予
算
も
慎
重
に
行

っ
て
欲
し
い
。

佐
野
町
長

　

こ
の
町
の
存
続
を
考
え
、
や
れ

る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

藤
井
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

被
害
か
ら
の
復
興
と
対
策
に
つ

い
て

尾
﨑
議
員

町
民
へ
の
コ
ロ
ナ
支
援
と
今
後

不
測
に
変
化
す
る
情
勢
に
対
す

る
町
政
の
方
向
性

藤
井
議
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
消
費
の
勢
い
を
失
っ
た
農

業
・
商
業
で
は
、
例
年
水
準
に
戻

る
た
め
に
多
く
の
時
間
を
要
す
る

と
考
え
る
。
町
民
生
活
も
被
害
が

大
き
く
、
収
束
ま
で
長
期
的
に
支

援
で
き
る
施
策
が
必
要
と
考
え
る

が
理
事
者
の
考
え
を
伺
う
。

　

ま
た
、
今
年
度
、
オ
ー
プ
ン
出

来
な
か
っ
た
ひ
ま
わ
り
の
里
等
の

観
光
の
復
興
に
つ
い
て
も
対
策
が

必
要
と
思
う
が
理
事
者
の
考
え
を

伺
う
。

　

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
対
策
へ
の
備
蓄

尾
﨑
議
員

　

町
民
へ
の
マ
ス
ク
５
枚
の
配
布

は
あ
っ
た
が
今
後
の
町
民
へ
の
支

援
と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
は
あ

る
か
。

　

現
在
の
状
況
下
に
お
い
て
、
北

竜
町
の
安
心
安
全
な
食
へ
の
取
り

組
み
や
「
あ
か
る
い
農
法
」
の
イ

メ
ー
ジ
戦
略
等
の
北
竜
町
な
ら
で

は
の
取
り
組
み
を
一
層
Ｐ
Ｒ
す
べ

き
と
考
え
る
。
ま
た
、
新
規
就
農

希
望
者
等
の
移
住
希
望
者
に
対
す

る
移
住
確
保
へ
の
、
各
種
助
成
等

の
移
住
定
住
に
向
け
た
支
援
を
よ

り
充
実
し
た
も
の
に
し
て
実
施
を

す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る

か
。

　

以
上
２
点
理
事
者
に
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長　

　

今
後
の
感
染
の
拡
大
状
況
や
感

染
対
策
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
マ
ス

ク
や
消
毒
液
の
備
蓄
を
進
め
、
必

要
に
応
じ
て
再
度
町
民
へ
の
配
布

を
検
討
・
対
応
す
る
。
ま
た
、
一

は
、
ど
の
様
な
も
の
を
ど
の
く
ら

い
考
え
て
い
る
の
か
、
そ
の
備
蓄

は
ど
の
く
ら
い
の
日
数
に
対
応
可

能
か
、
ま
た
町
施
設
利
用
に
お
け

る
対
応
策
で
特
に
配
慮
し
て
い
る

こ
と
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
本
町
に
お
い
て
も
大
き

な
影
響
が
あ
っ
た
。こ
れ
ま
で
に
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
や
、

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
、
料
飲
店
を
は
じ
め
と
し

て
町
商
工
業
者
に
対
す
る
支
援
策

を
実
施
し
た
。

世
帯
当
た
り
１
万
円
の
地
域
振
興

券
の
配
布
、
そ
の
他
町
外
に
進
学

し
て
い
る
学
生
や
子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
を
検
討
し
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
願
い
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
農
業
へ
の
関
心
の

高
ま
り
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉

え
、
来
年
度
に
向
け
た
観
光
Ｐ
Ｒ

と
合
わ
せ
て
「
安
心
で
安
全
な
食

料
生
産
の
ま
ち
北
竜
町
」
を
Ｐ
Ｒ

す
る
。新
規
就
農
者
で
あ
れ
ば「
住

宅
修
繕
等
助
成
金
」
制
度
が
あ
る

が
、
移
住
希
望
者
へ
の
住
環
境
の

整
備
を
始
め
、
受
け
入
体
制
の
更

な
る
充
実
・
強
化
を
進
め
て
い
く
。

尾
﨑
議
員

　

都
会
か
ら
の
関
心
が
高
ま
る

今
、
観
光
Ｐ
Ｒ
と
合
わ
せ
て
「
安

心
安
全
」
を
裏
付
け
る
定
義
が
具

体
的
に
必
要
に
な
る
と
思
う
が
、

理
事
者
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

「
安
心
安
全
」
を
裏
付
け
る
定

　

さ
ら
に
、
国
の
二
次
補
正
に
係

る
分
に
つ
い
て
、
少
し
で
も
町
民

に
明
る
く
元
気
に
過
ご
し
て
も
ら

い
、
あ
わ
せ
て
町
内
料
飲
店
・
商

店
を
支
援
す
る
た
め
、
一
世
帯
当

た
り
１
万
円
の
地
域
振
興
券
の
配

布
を
始
め
と
す
る
経
済
支
援
対
策

に
係
る
補
正
予
算
を
追
加
日
程
に

て
提
出
す
る
。
今
後
も
影
響
は
長

引
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
為
、
国

や
道
の
支
援
策
を
見
極
め
、
本
町

に
お
い
て
も
継
続
し
て
支
援
を
し

た
い
。

　

ま
た
、
ひ
ま
わ
り
の
里
観
光
の

復
興
に
つ
い
て
は
、
秋
頃
か
ら
観

光
協
会
と
連
携
し
て
道
内
は
も
と

よ
り
道
外
に
向
け
て
も
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

次
に
感
染
拡
大
を
防
ぐ
対
策
と

し
て
、マ
ス
ク
や
消
毒
液
の
他
に
、

感
染
防
止
用
キ
ッ
ト
や
使
い
捨
て

ゴ
ム
手
袋
、
シ
ュ
ー
ズ
カ
バ
ー
等

の
備
蓄
に
つ
い
て
対
策
特
別
措
置

法
に
基
づ
き
判
断
し
、
必
要
量
を

確
保
し
て
い
く
。
対
策
期
間
が
非

常
に
長
期
に
渡
り
ワ
ク
チ
ン
等
の

特
効
薬
が
未
だ
開
発
さ
れ
な
い
中

で
、
備
蓄
の
量
も
一
概
に
判
断
で

き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
今
後

も
継
続
し
、
有
事
の
た
め
の
備
蓄

を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。
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義
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
も
の

が
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
関
係
機

関
等
と
相
談
し
て
考
え
て
い
く
。

尾
﨑
議
員

　

「
安
心
安
全
」
の
定
義
に
つ
い

て
の
裏
付
け
は
重
要
で
あ
り
、
消

費
者
は
安
心
安
全
情
報
へ
の
関
心

が
あ
る
た
め
、
低
農
薬
で
あ
る
こ

と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
は
有
効
で
あ

る
。

　

北
竜
町
の
デ
ザ
イ
ン
「
あ
か
る

い
農
法
」
は
「
農
作
物
の
こ
と
を

き
ち
ん
と
説
明
で
き
る
」
こ
と
か

ら
相
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
や
す
く
す
る
役
割
が
あ

る
が
、
理
解
出
来
て
い
る
町
民
は

少
な
く
、
広
く
町
民
に
認
識
し
て

も
ら
う
た
め
に
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

移
住
者
の
住
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
は
い
く
つ
か
の
選
択
肢
が
あ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、

町
の
助
成
等
を
近
隣
市
町
と
比
較

す
る
と
、
北
竜
町
を
選
択
す
る
利

点
は
弱
く
感
じ
る
。

　

北
竜
町
の
魅
力
は
「
深
い
自
然

と
豊
富
な
資
源
」
で
あ
る
。
実
際

私
も
こ
の
町
を
選
ん
だ
ポ
イ
ン
ト

に
は
「
企
業
誘
致
し
な
い
」「
使

用
農
薬
が
少
な
い
」
こ
と
で
自
然

を
守
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
を
明
確
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

北
竜
町
の
魅
力
に
繋
が
る
と
感
じ

た
。

南
波
企
画
振
興
課
長

　

移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て
は
平

成
９
年
か
ら
各
種
条
例
や
助
成
等

の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
空
き
家

空
き
地
に
つ
い
て
は
町
内
会
長
等

通
じ
て
情
報
収
集
し
な
が
ら
考
え

て
い
き
た
い
。

高
橋
副
町
長

　

都
会
か
ら
田
舎
へ
の
流
れ
の
動

向
の
中
、
近
隣
市
町
の
支
援
策
を

調
べ
不
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
国
・
道
の
補
助
を
活
用
し
、

強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

北
竜
町
と
し
て
命
と
健
康
・
自

然
を
守
る
宣
言
を
し
て
お
り
、
国

民
の
た
め
の
農
作
物
を
作
る
環

境
、
そ
れ
を
求
め
る
心
を
町
民
が

持
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
と
を

ベ
ー
ス
に
安
心
安
全
の
定
義
を
作

成
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、「
あ
か
る
い
農
法
」
の

デ
ザ
イ
ン
を
町
民
の
中
に
取
り
入

れ
、
笑
顔
の
町
と
し
て
町
民
の
後

押
し
を
出
来
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
た
い
。

【
７
月
】

６
日
…
北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協

議
会
打
合
せ

21
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会

22
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

【
８
月
】

17
日
～
21
日
…
一
般
会
計
・
特
別

会
計
決
算
審
査
（
監
査
委
員
）

20
日
…
北
竜
町
戦
没
者
追
悼
式

下
旬
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

　

新
し
い
時
代
へ
向
け
て

　

き
っ
と
、
今
頃
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
日
の
丸
が
毎
日

の
よ
う
に
揚
が
り
、
歓
喜
の
喜

び
と
、
未
来
へ
の
ス
タ
ー
ト
を

切
る
時
期
で
あ
っ
た
は
ず
で

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
全
く
違
う
ス
タ
ー

ト
の
切
り
直
し
を
行
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
心
の
中
が

ス
ッ
キ
リ
と
晴
れ
る
事
無
く

一
年
が
終
わ
る
の
で
し
ょ
う

か
？

　

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
を
は
じ

め
い
ろ
ん
な
行
事
は
行
え
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
季
節
で
、
個
人
・
家
庭
・
地

域
で
は
行
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
節
分
や
ひ
な
祭
り
、
こ

ど
も
の
日
、
春
祭
り
、
海
水
浴

…
。

北
竜
ス
タ
イ
ル
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

家
族
の
大
切
さ
を
想
う

季
節
の
変
化
を
感
じ
る

急
が
な
い
暮
ら
し

お
金
で
は
測
れ
な
い
も
の
の

価
値
の
見
直
し

離
れ
た
人
の
安
否
の
気
遣
い

ヒ
ト
と
し
て
の
フ
ツ
ウ
の
暮

ら
し

　

北
竜
町
は
人
が
減
っ
て
い

く
の
は
誰
も
が
理
解
を
し
て

い
ま
す
。
何
も
し
な
け
れ
ば
、

今
の
ま
ま
で
は
い
ら
れ
な
い

こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
は
い
ろ
ん
な
検
討
を

し
て
い
ま
す
。
北
海
道
や
国
か

ら
の
情
報
を
集
め
、
北
竜
町
に

と
っ
て
何
が
必
要
な
の
か
？

　

現
在
の
状
況
と
将
来
の
有

り
方
を
議
論
し
ま
す
。
各
団
体

の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん

の
声
を
活
か
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（
佐
々
木
康
宏
）

6月26日：議会と町内会長との懇談会
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月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

8/2
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

杉澤歯科クリニック
℡ 32-2832

8/9
（日）

深川市立病院
(担当医・深川内科クリニック
 院長 山崎 充）

℡ 22-1101

もじり歯科クリニック
℡ 0125-32-1181

8/10
（月）

斎藤整形外科医院
℡ 23-3737

河村歯科
℡ 0125-74-6332

8/16
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

深川第一病院歯科口腔外科
℡ 23-3511

8/23
（日）

深川第一病院
℡ 23-3511

あおさき歯科
℡ 0124-23-0648

8/30
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

あい歯科クリニック
℡ 0125-22-8500

休 日 当 番 医

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、

　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

ちびっこひろば
○日  時　８月７日（金）10:00～11:30

　場  所　やわら保育園

　内  容　保育園行事体験「七夕まつり」

○日  時　８月28日（金）10:00～11:30

　場  所　やわら保育園玄関前集合

　内  容　バス遠足「わくわくエッグ」

○日  時　９月２日（水）10:00～11:30

　場  所　現地集合

　内  容　秩父別「ちっくる」屋外遊び

ピカピカキッズ
○日  時　８月21日（金）10:00～11:30

　場  所　すこやかセンター

　内  容　食育「手作りおやつ」

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー８８０２

→
役
場
担
当
課
に
伝
え
、
家
屋
の

持
ち
主
と
相
談
し
て
い
た
だ
い
た

結
果
、
２
棟
の
う
ち
１
棟
は
撤
去

さ
れ
、
残
る
１
棟
は
今
年
中
を
目

途
と
し
て
で
き
る
だ
け
早
期
の
取

り
壊
し
の
旨
で
交
渉
を
進
め
て
い

る
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

８
月
18
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　

℡
３
４
・
２
６
１
１

今
月
の
行
政
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
付
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
口
頭
、
電
話
、

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
付

て
い
ま
す
。

【
相
談
事
例
】

　

近
所
の
倒
壊
し
そ
う
な
空
き
家

に
キ
ツ
ネ
な
ど
の
野
生
動
物
が
住

み
着
き
畑
を
荒
ら
し
困
っ
て
い
る
。

ま
た
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
な
ど
の

感
染
も
心
配
し
て
お
り
、
持
ち
主

に
早
く
そ
の
建
物
の
撤
去
処
分
を

し
て
ほ
し
い
。
近
所
な
の
で
直
接

は
な
か
な
か
言
え
な
い
の
で
力
を

貸
し
て
ほ
し
い
。

巡
回
無
料
法
律
相
談

　

妹
背
牛
町
な
ら
び
に
沼
田
町
実

施
の
巡
回
無
料
法
律
相
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
（
北
竜
町
民
も
相
談

で
き
ま
す
）。

【
相
談
員
】

　

旭
川
弁
護
士
会
所
属

　

石
井 

洋
文 

弁
護
士

■
秩
父
別
町

日
時　

８
月
７
日(

金)

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所

　

妹
背
牛
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

予
約
受
付

　

妹
背
牛
町
役
場

　

健
康
福
祉
課　

河
野

　

℡
３
２
・
２
４
１
１

■
沼
田
町

日
時　

８
月
13
日(
木)

　
　
　

午
後
２
時
～
５
時

場
所

　

沼
田
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

予
約
受
付

　

沼
田
町
役
場

　

総
務
財
政
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　

℡
３
５
・
２
１
１
１
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心
配
ご
と
相
談

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

８
月
18
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当
者

　

民
生
委
員
児
童
委
員

　
　

伊
藤
委
員
・
澤
田
委
員

　

人
権
擁
護
委
員

　
　

瀨
戸
委
員

よ
う
こ
そ
北
竜
へ

サンフラワーパーク北竜温泉

 佐
さ と う

藤 秀
ひ で き

樹 料理人

　

７
月
よ
り
、
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
パ

ー
ク
北
竜
温
泉
で
働
く
こ
と
に
な

っ
た
佐
藤
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

注
意
事
項

・
申
請
・
受
け
取
り
は
、
本
人
及

び
同
一
世
帯
の
方
に
限
り
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
入
り
の
住
民
票

は
予
約
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
下
さ
い
。

・
印
鑑
証
明
書
の
予
約
の
際
は
、

登
録
番
号
を
お
伺
い
し
ま
す
の
で

印
鑑
登
録
証
を
ご
用
意
の
う
え
、

お
か
け
く
だ
さ
い
。

・
予
約
し
た
日
に
受
け
取
り
が
な

い
場
合
は
、
取
り
下
げ
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

住
民
票
・
印
鑑
証
明
の

電
話
予
約
に
つ
い
て

　

平
日
に
役
場
に
来
ら
れ
な
い
場

合
、
住
民
票
と
印
鑑
証
明
に
限
り
、

電
話
で
予
約
の
う
え
土
日
・
祝
日

に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
約
受
付
時
間

　

役
場
開
庁
日
の
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

～
午
後
5
時

予
約
先　

住
民
課
戸
籍
年
金
係

　
　
　
　

℡
３
４
・
２
１
１
１

受
け
取
り
場
所　

役
場
日
直
室

（
役
場
北
側
の
職
員
玄
関
イ
ン

タ
ー
フ
ォ
ン
を
押
し
て
下
さ
い
）

受
け
取
り
時
間

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
予
約
時
に
日
に
ち
と
時
間
を
指

定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

受
け
取
り
時
に
持
参
す
る
も
の

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
健
康
保

険
証
な
ど
）

・
印
鑑
登
録
証（
印
鑑
証
明
の
場
合
）

手
数
料

　

・
住
民
票　
　

1
通
２
０
０
円

　

・
印
鑑
証
明　

1
通
３
０
０
円

　

受
け
取
り
時
に
お
支
払
い
下
さ

い
。
お
釣
り
の
な
い
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

第
67
回
町
民
体
育
大
会
の

中
止
に
つ
い
て

　

８
月
30
日
の
開
催
予
定
と
し
て

お
り
ま
し
た
町
民
体
育
大
会
に
つ

い
て
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

今
年
度
の
開
催
を
中
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
さ
ま

に
は
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
と
安

全
を
最
優
先
に
考
慮
し
て
の
こ
と

と
ご
理
解
賜
り
、
来
年
度
以
降
の

再
開
の
際
に
は
、
こ
れ
ま
で
同
様

の
ご
支
援
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
度

敬
老
会
の
中
止
に
つ
い
て

　

例
年
９
月
に
開
催
し
て
お
り
ま

す
敬
老
会
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
、
本
年
度
の
開
催
を
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
さ

ま
に
は
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
ご
参
加
い
た
だ
く
皆
さ
ま

の
健
康
と
安
全
を
第
一
に
考
慮
し

て
の
こ
と
と
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
米
寿
（
88
歳
）
祝
い
金

に
つ
い
て
は
、
例
年
通
り
支
給
致

し
ま
す
。
対
象
者
に
は
７
月
下
旬

に
口
座
振
替
申
請
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
載

の
上
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
住
民
課
福
祉
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

８月の保健行事

健診結果相談会

　5日（水）

　　10:00～16:00 すこやかセンター

　6日（木）

　 　10:00～12:30 美葉牛研修センター

　　13:30～15:30 碧水生きがいセンター

健康相談

 28日（金）

　　10:00～11:00 すこやかセンター

　　 13:30～14:30 碧水地域支え合いセンター

※変更になる場合がありますので、

　防災無線等でご確認ください。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
社
会
福

祉
協
議
会
の
FAX
番
号
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

　（
新
）　
３
４ 

・ 

３
０
１
１

　（
旧
）　
３
４ 

・ 

２
４
３
５

※
電
話
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん

（
℡ 

３
４
・
２
４
３
５
）。
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８
月
31
日
は
個
人
事
業
税

第
１
期
分
の
納
期
限
で
す

　

納
税
通
知
書
は
第
１
期
分
と
第

２
期
分
を
合
わ
せ
て
８
月
11
日
に

発
送
さ
れ
ま
す
。

●
８
月(

第
１
期)

と
11
月(

第
２

期)

の
２
回
に
分
け
て
納
め
ま
す

(

年
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
は

８
月
に
全
額
納
め
ま
す)

。

●
年
の
中
途
で
事
業
を
辞
め
た
人

は
、
別
に
指
定
し
た
期
限
ま
で
に

納
め
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
と
き
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
納
期
限
ま
で
に

一
括
納
付
が
困
難
な
と
き
（
申
請

に
よ
り
納
税
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
）

②
口
座
振
替
納
税
を
利
用
す
る
と

き問
い
合
わ
せ
先

空
知
総
合
振
興
局

深
川
道
税
事
務
所

℡
２
３
・
３
５
７
８

道
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
道
税
の
納
税
や
申

告
等
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
、
１
年
以
内
の
期
間
に
限
り

納
税
の
猶
予
や
、
申
告
・
申
請
・

請
求
等
の
期
限
延
長
が
認
め
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
道
税　

コ
ロ
ナ　

で
検
索
）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

空
知
総
合
振
興
局
納
税
課

℡
０
１
２
６
・
２
０
・
０
０
５
５

７月１日現在（前月比）

世帯数　８２２世帯(－３)

 人口 １, ７７４人(－４)

　男　　　８５８人(±０)

　女　　　９１６人(－４)
（外国人含）

まちの動き

八
丁
目
頭
首
工
の
改
修
工
事

の
実
施
に
つ
い
て

海
上
保
安
大
学
校
学
生

採
用
試
験
（
広
島
県
呉
市
）

　

海
上
保
安
大
学
校
の
２
０
２
１

年
４
月
期
学
生
採
用
試
験
が
次
の

通
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
受
験
資
格

①
２
０
２
０
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
２
年
を
経
過
し
て
い
な

い
者

②
２
０
２
１
年
３
月
ま
で
に
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者

③
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の

課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
、

２
０
２
０
年
４
月
１
日
に
お
い
て

当
該
過
程
を
修
了
し
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過
し
て

い
な
い
も
の
等
、
人
事
院
が
①
に

掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
者

■
受
験
申
込
み
受
付
期
間

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

　

８
月
27
日(

木)

～

　

９
月
７
日(

月)(

受
信
有
効)

※
人
事
院
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用

申
し
込
み
ア
ド
レ
ス[http://

w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.
g
o
.
j
p
/

juken.html]

【
郵
送
・
持
参
】

８
月
27
日(

木)

～

８
月
28
日(

金)(

消
印
有
効)

■
試
験
区
分
・
種
目(

第
１
次
試

験)

　

・
基
礎
能
力
試
験

　

・
学
科
試
験

　

・
作
文
試
験

■
試
験
日
及
び
試
験
地

【
第
１
次
試
験
】

10
月
31
日(

土)

～
11
月
１
日（
日
）

の
２
日
間

【
試
験
地
】　

札
幌
市
、
函
館
市
、

小
樽
市
、
旭
川
市
、
釧
路
市

■
問
い
合
わ
せ
先

第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
人
事
課

（
小
樽
市
）

℡
０
１
３
４
・
２
７
・
０
１
１
８

　

北
海
道
開
発
局
札
幌
開
発
建
設

部
に
よ
り
新
た
に
建
設
さ
れ
る
、

八
丁
目
頭
首
工
（
雨
竜
川
筑
紫
橋

下
流
約
３
５
０
ｍ
）
の
工
事
受
注

者
が
決
定
し
、
８
月
上
旬
か
ら
本

格
的
に
工
事
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

近
隣
の
住
民
の
方
に
は
、
何
か

と
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

工
事
名

　

雨
竜
川
下
流
農
地
防
災
事
業　

　

八
丁
目
頭
首
工
建
設
工
事
他

工
事
場
所

　

雨
竜
郡
秩
父
別
町
・
北
竜
町

工
事
期
間

　

令
和
２
年
６
月
～

　

令
和
９
年
３
月
（
予
定
）

受
注
者

　

(

株)

中
山
組

　

現
場
事
務
所

　

秩
父
別
町
秩
父
別
６
７
０　

６

　

℡
３
４
・
７
２
７
０

　

FAX
３
４
・
７
２
７
１
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●
遊
泳
禁
止
区
域
で
は
、
急
な
深

み
等
多
く
の
危
険
や
、
潮
が
沖
に

流
れ
て
い
く
離
岸
流
も
あ
り
ま

す
。
指
定
さ
れ
た
遊
泳
区
域
内
で

泳
ぐ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
保
護
者
の
方
は
子
ど
も
か
ら
目

を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
波
の
力
で
倒
れ
た
り
、
沖
に

流
さ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

●
体
調
不
良
時
や
お
酒
を
飲
ん
だ

後
は
、
呼
吸
が
乱
れ
や
す
く
溺
れ

る
危
険
が
あ
る
の
で
泳
が
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
釣
り
を
す
る
時
は
、
必
ず
救
命

胴
衣
を
着
用
し
、
高
波
時
の
防
波

堤
や
滑
り
や
す
い
岩
場
、
流
れ
が

速
い
岸
辺
な
ど
に
は
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
の
運
転
時
は

必
ず
救
命
胴
衣
を
着
用
し
て
、
遊

泳
区
域
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

北竜町の事件・事故の発生状況（６月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数空き巣

倉庫
荒らし

忍び
込み

車上
狙い

暴行 合計

2020年 ０ １ ０ ０ ０ １

2019年 １ ０ １ ３ ２ ７

人 身 事 故 物 損 事 故

2020年 ０ 2020年 21

2019年 １ 2019年 59

2020年 ０

2019年 ４

北
方
領
土
返
還
署
名
に

ご
協
力
を

　

択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
及

び
歯
舞
群
島
か
ら
な
る
北
方
四
島

は
い
ま
だ
か
つ
て
一
度
も
外
国
の

領
土
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
我
が

国
固
有
の
領
土
で
あ
り
、
北
方
四

島
の
早
期
返
還
実
現
は
、
道
民
の

み
な
ら
ず
、
日
本
国
民
の
悲
願
で

あ
り
ま
す
。

　

北
方
領
土
は
、
北
海
道
の
行
政

区
に
あ
り
、
北
海
道
に
は
北
方
四

島
を
追
わ
れ
た
元
島
民
が
数
多
く

住
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
北
方
領

土
返
還
運
動
は
北
海
道
が
原
点
と

な
っ
て
全
国
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
ひ
と
り
一
人
が
北
方
領
土

問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
北
方
四

島
の
早
期
返
還
に
向
け
て
署
名
運

動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
署
名
用
紙
は
、
役
場
・

観
光
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
・
ひ
ま

わ
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
・
サ
ン
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
備
え
て
あ
り
ま

す
の
で
、
目
に
と
ま
り
ま
し
た
ら

署
名
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
度

    
自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
令
和
３
年

４
月
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
男
女

受
付
期
間　

試
験
日
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

試
験
期
日
・
試
験
会
場

　

８
月
23
日
（
日
）・
24
日
（
月
）

　

９
月
13
日
（
日
）・
14
日
（
月
）

　
　
　

24
日
（
木
）・
25
日
（
金
）

試
験
会
場

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
一
般
曹
候
補
生
、
航
空
学
生
の

募
集
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南

地
区
隊

 

℡
０
１
６
６
・
５
５
・
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

 

℡
３
４
・
２
１
１
１

■
募
集
相
談
員

中
島
則
明
・
村
上
勝
博
・
高
橋
敬
子

皆様お気軽に町長室にお越し下さい。

８月の町長室開放デーは、２８日（金）です。

午前１０：００から１２：００まで　　午後２：００から４：００まで

佐野町長とのふれあいプロジェクト
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■保険料の減免の対象となる方

　①　新型コロナウイルス感染症により、世帯の主たる生計維持者が死亡し、

　　　又は重篤な傷病を負った６５歳以上の方

　⇒　保険料を全額免除

　②　新型コロナウイルス感染症の影響により、世帯の主たる生計維持者の収入減少が見込まれ、

　　　次の（１）及び（２）の両方に該当する６５歳以上の方　

　⇒　保険料の一部を減免

■保険料が一部減免される要件

新型コロナウイルス感染症の影響により、次の要件を満たす方は、介護保険料の減免が受けられます。

（１）世帯の主たる生計維持者の令和２年の事業収入等（※１）のいずれかが令和元年の当該事業

収入等（※１）の額の１０分の３以上減少する見込みである。（見込まれる減少額は保険金、損害

賠償等により補填されるべき金額を控除した額）

（２）世帯の主たる生計維持者の減少することが見込まれる事業収入等（※１）に係る所得以外の

令和元年の所得の合計額が４００万円以下である。

（※１）事業収入等とは、事業収入、不動産収入、山林収入又は給与収入が該当（株の取引による収入等は含

みません）。申請にあたっては、収入を証明する書類（帳簿、給与明細等）が必要となります。

収入減少に伴う介護保険料の減免額は、《表１》で算出した減免対象保険料額に《表２》の減免割

合をかけた金額。

　【減免額の計算式】

　　　対象保険料額（Ａ×Ｂ／Ｃ）×減免又は免除の割合（Ｄ）＝保険料減免額

※重篤な傷病とは、新型コロナウイルス感染症の症状が重く、回復までに長期間を要する等

により、世帯の経済状況等に与える影響が大きいと認められる場合をいい、具体的には、1カ

月以上の治療を有すると認められる場合。

※世帯の主たる生計維持者とは、世帯の生計を主として維持する方であり、保険料減免を受

ける被保険者と同一世帯に属する方。

■減免額の算定

《表１》

減免対象保険料額＝Ａ×Ｂ／Ｃ

Ａ：当該６５歳以上の被保険者の保険料額

Ｂ：６５歳以上の被保険者の属する世帯の主たる生計維持者の減少することが見込まれる事業収入等に

　　係る令和元年の所得額（減少することが見込まれる事業収入等が２以上ある場合はその合計額）

Ｃ：６５歳以上の被保険者の属する世帯の主たる生計維持者の令和元年の合計所得金額（※２）

新型コロナウイルス感染症の影響による
介護保険料の減免について

～ ６５歳以上の方へ ～
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主たる生計維持者の事業等の廃止や失業の場合には、令和元年の合計所得金額（※２）にかかわらず、

対象保険料額の全部を免除

（※２）合計所得金額は、土地・建物等の譲渡所得に係る特別控除が適用される場合は、同控除後の金額。

　令和元年度及び令和２年度分の保険料で、令和２年２月１日から令和３年３月３１日までの間

に納期限が設定されている保険料（年金特別徴収の場合は年金支給日が対象期間内の保険料が対

象です。）

　なお、加入手続きの遅れにより令和２年１月分以前の保険料が令和２年２月１日以降の納期限

となった場合は、令和２年２月分以降の保険料が減免されます。

■対象保険料

《表２》

世帯の主たる生計維持者の
令和元年の合計所得金額（※２）

減免割合（Ｄ）

２００万円以下の場合 全部（１０分の１０）

２００万円を超える場合 １０分の８

　マイナンバーカードの申請・受け取りや電子証明書の変更等の業務を行う時間外窓口を開設しま

すので、開庁時間中に来庁できない方はぜひこの機会をご利用ください（マイナンバー以外の各種

証明書等の交付、住所の変更などの業務は行いませんのでご注意ください）。

◆８月の時間外窓口開設日◆

と　き：令和２年８月５日（水）、１７日（月）、２５日（火）

　　　　午後５時１５分から午後７時まで

ところ：すこやかセンター住民課窓口

※本人確認書類（運転免許証等）や通知カード等の書類をお持ちの上、お越しください。

マイナンバーカードの

申請・受け取りのための

時間外窓口を開設します

問い合わせ先：役場住民課介護保険係　電話３４－２１１１
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令和３年度 北竜町職員採用試験

【建築技術職】

１．受   付   期   間　　令和２年８月３日（月）から令和２年８月３１日（月）まで（必着）

２．試　　 験 　　日　　令和２年１０月上旬予定（土・日を予定）

３．試　 験 　会 　場　　北竜町役場　（雨竜郡北竜町字和１１－１）

４．募集職種及び人員　　建築技術職　１名

５．受　 験　 資　 格

６．試　 験　 方　 法　　第１次試験：教養試験、作文試験、適性試験

　　　　　　　　　　　　第２次試験：面接試験（第１次試験合格者に対して１１月中旬～下旬実施予定）

７．採用予定年月日　　令和３年４月１日付採用予定

８．申込書の請求先 　 ・北竜町役場総務課に 建築技術職希望 と明記の上、請求して下さい。

　　　　　　　　　　　　・郵送による場合は、１２０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒

　　　　　　　　　　　　　（Ａ４版が入る大きさ）を必ず同封し、請求して下さい。

 　　　　　　　　　　　  《役場住所》〒０７８－２５１２　北竜町字和１１番地１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　北竜町役場 総務課（建築技術職採用試験）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡０１６４－３４－２１１１

建築設計、施工について実務経験が２年以上ある者で、１級建築士または

２級建築士の資格を有する者で、年齢が概ね３５歳以下の者。または２級

建築士の受験資格を有する者で年齢が概ね３０歳以下の者。かつ採用後北

竜町へ移住できる者で、普通自動車免許を有する者。

　※ただし、日本国籍を有しない者、または地方公務員法第１６条のいず

れかに、該当する者は、受験できません。

受付　令和２年８月７日（金）まで

令和３年度 空知総合振興局管内 町職員採用資格試験

　試　　 験　　 日　　令和２年９月２０日(日）

　試　 験 　会 　場　　岩見沢市 　ホテルサンプラザ

　試　 験 　区 　分　　一般事務職の上級及び初級

　受　 験　 資　 格　　上級　平成５年４月２日から平成１１年４月１日までに生まれた者

　　　　　　　　　　　初級　平成１１年４月２日から平成１５年４月１日までに生まれた者

　試　 験　 方　 法　　第１次試験　上級 ： 教養試験、論文試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　初級 ： 教養試験、作文試験

　　　　　　　　　　　第２次試験　第１次試験合格者は「採用資格候補者名簿」に登載され、

　　　　　　　　　　　　　　　　　就職希望町ごとに第２次試験（面接）を実施する。

　申込書の請求先　 空知総合振興局管内の各町役場総務課または空知町村会に請求して下さい。

郵送による場合は、１２０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒

　　　　　　　　　　　（Ａ４版が入る大きさ）を必ず同封し、請求して下さい。

 　　　　　　　　　　 《役場住所》　〒０７８－２５１２　北竜町字和１１番地１

　　　　　　　　　　　　　　　　　北竜町役場 総務課

　　　　　　　　　　　　　　　　　℡０１６４－３４－２１１１



15 令和２年８月号



16

　現在小型家電については燃えないごみとして収集していますが、北空知衛生センターではパソコン

や携帯電話は燃えないごみとして収集しておりません。

　 本年度もパソコン・携帯電話を回収します。下記日程で回収いたしますので、ぜひこの機会にご

利用いただきますようお願いいたします。

　　回 収 日 ：令和２年８月３日（月）～７日（金）

　　回収時間 ： 午前９時～午後５時まで

　　回収場所 ： すこやかセンター

　　回収品目 ： ご家庭で利用のノートパソコン、デスクトップパソコン・モニター、携帯電話

　　　　　　　　※デスクトップパソコンのブラウン管ディスプレイは収集できません

　　　　　　　　※プリンター・キーボード・マウスは燃えないごみに出してください。

　　回収料金 ： 無料

　  お 願 い ： 個人情報流出防止のため、データを削除の上直接ご持参願います。

　　問い合わせ先 ： 役場住民課町民生活係　℡３４－２１１１

廃パソコンを回収します

産前産後期間の国民年金保険料が
免除となります！

■免除期間

　

　

　

　

■対象者
　産前産後免除期間に国民年金第１号被保険者の期間を有する方

　※出産日が平成３１年２月１日以降の方が対象になります。

■届出時期

　出産予定日の６か月前から届出可能です。

■届出方法

　年金手帳と印鑑（出産前に届出をする場合は母子手帳）を

　お持ちの上、役場住民課戸籍年金係に届出願います。

■届出先

　役場住民課戸籍年金係

【問い合わせ先】
　役場住民課戸籍年金係　　℡３４－２１１１

出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間（以下「産前産後免除期間」といいます）

の国民年金保険料が免除されます。なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日が属す

る月の３か月前から６か月間の国民年金保険料が免除されます。

※出産とは、妊娠８５日（４か月）以上の出産をいいます（死産、流産、早産された方を含みます）。

忘れずに
手続きを
しましょう



17 令和２年８月号

　この時期は、キャンプや登山、

海水浴などアウトドアやレジャー

施設に遊びに行くことが多くなり

ます。

　家族で今年はどこに行こうかと

楽しみにしている方も多いでしょ

う。しかし、こういった場所では

事故に合わないよう注意が必要で

す。

　家族でアウトドアやレジャー施

設に行った時に起こりがちなのが、

「親の目の届く範囲にいるから」と

いう安心感や「のんびりしたい」

という気持ちから、子供同士だけ

で遊ばせてしまうことです。最初

は､目の届かないところに行かない

よう、子供に声をかけていること

でしょう。しかし、いくら言い聞

かせていても子供は好奇心旺盛で、

気がつくと親の視界に入らない場

所で遊んでいるものです。

　海水浴場では、浅い場所だから

といって子供だけで浮き輪やゴム

ボートなどで遊んでいると、沖に

流されることもあります。また、

子供は浅い場所でも溺れてしまう

こともありますので、必ず大人が

付き添い一緒に遊ぶようにしま

しょう。

処置や心肺蘇生法を学んでおくこ

とで、大切な命を助けることに繋

がります。

　また、バンダナやロープを常備

しておくと便利です。バンダナは

切り傷の止血や腕を骨折した時の

腕吊りに使えます。そしてロープ

は、崖などで転落したときや溺れ

た人を助けるときに使うことがで

きます。

　最後になりますが、お出かけの

際は、今日お話しした内容を少し

でも思い出していただけたら幸い

です。事故のない、楽しい夏にし

ましょう。　　　　　　(警防係)　万が一、事故が起きてしまった

ことを想定し、事前に準備をして

おくことが必要です。子供が海で

溺れてしまい息をしていない。そ

んな時、あなたは適切な対応がで

きるでしょうか。人は心臓と呼吸

が止まってから時間の経過ととも

に助かる可能性が低下していきま

す。このような時のために、応急

　　　北竜町無火災期間  （令和２年７月２０日現在）
　　　　　　 第１分団区域　　　　　　　８日間
　　　　　　 第２分団区域　　　 １，４０３日間

 令和２年深川地区消防組合管内火災発生件数　　　１３件
　 内訳　北　竜　２件　　深　川　６件　　妹背牛　２件
　　　　 秩父別　１件　　沼　田　２件

保護者の皆様へのお願い

楽しい夏にするために、

もしものために、「普通救命講習」を受講しよう！

　北竜消防では、家族･友人が、けがや病気におそわれ、その場に居合わせた皆さんが適切

な処置ができるよう救命講習を開催しています。

　開催日については、町内会や各事業所、各団体からのご要望により随時開催しています。

お申込みの際は、下記の担当係までご連絡ください。

担当：北竜消防 警防係　TEL 0164-34-2200 ／ FAX 0164-34-4009
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新
型
コ
ロ
ナ
騒
動
も
ま
だ
ま
だ

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
７
月
15
日

現
在
、
札
幌
で
夜
の
街
の
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

東
京
で
は
若
者
を
中
心
に
感
染
者

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
以
前

も
書
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
感
染

症
は
理
論
的
に
は
人
口
の
過
半
数

以
上
が
罹
っ
て
し
ま
わ
な
い
と
収

束
は
し
ま
せ
ん
。
一
気
に
み
ん
な

が
罹
っ
て
し
ま
う
と
医
療
機
関
で

の
対
応
が
困
難
と
な
り
救
命
可
能

な
ケ
ー
ス
も
救
え
な
く
な
る
可
能

性
が
出
て
き
ま
す
。
ロ
ウ
ソ
ク
の

炎
の
様
に
細
く
長
く
灯
さ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
感
染
拡
大
は
絶
対
に

防
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
ま
だ
北
竜

町
は
も
と
よ
り
、
北
空
知
で
も
感

染
者
の
増
加
は
み
て
い
ま
せ
ん
。

流
行
地
と
同
じ
よ
う
に
用
心
し
て

備
え
て
い
て
、
自
粛
疲
れ
も
多
少

出
始
め
て
い
ま
す
。
来
る
か
来
る

か
と
待
ち
構
え
て
い
ま
す
が
、
今

ま
で
の
と
こ
ろ
ど
う
し
て
も
肩
透

か
し
の
印
象
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
油
断
は
禁
物

で
す
。
北
海
道
の
中
心
都
市
で
あ

る
札
幌
が
こ
れ
か
ら
少
し
う
る
さ

く
な
り
そ
う
で
す
。
も
し
札
幌
の

患
者
数
が
増
加
傾
向
に
な
れ
ば
、

道
内
の
流
通
経
路
を
考
慮
す
れ
ば
、

北
空
知
や
北
竜
町
に
も
い
つ
何
時

ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
て
き
て
も
お

か
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
数

の
動
向
に
注
目
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

若
い
感
染
者
は
無
症
状
や
軽
症

が
多
い
よ
う
で
す
。
町
内
で
感
染

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
事
態
に
な

れ
ば
、
若
い
人
達
は
自
分
も
感
染

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
自

覚
で
高
齢
者
と
距
離
を
保
つ
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

田
舎
は
都
会
と
違
い
高
齢
者
の

割
合
が
多
く
、
高
齢
の
感
染
者
の

重
症
化
が
都
会
よ
り
多
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
東
京
で
の
感
染

者
数
は
多
い
で
す
が
死
者
は
そ
れ

ほ
ど
増
加
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
田
舎
で
は
違
う
動
き
を
示

す
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
厳
重
な
注

意
が
必
要
で
す
。

　

診
察
室
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
関
連

の
話
を
し
ま
す
。
み
な
怖
が
っ
て

い
ま
す
が
多
く
の
情
報
の
お
陰
で

理
論
武
装
と
実
践
も
十
分
で
き
て

い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
少
し
で

も
調
子
が
悪
い
と
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
と
心
配

し
過
ぎ
る
傾
向
も
あ
り
ま
す
。

「
ま
だ
こ
の
辺
に
ゃ
ウ
イ
ル
ス
お

ら
ん
ば
い
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
そ
う
思
い
出
し
ま
し
た
。

高
齢
者
は
、
ど
ん
な
症
状
で
も
外

部
の
せ
い
に
し
よ
う
と
し
ま
す
。

足
腰
弱
っ
た
、
や
る
気
が
で
な
い
、

楽
し
く
な
い
、
ご
飯
が
美
味
し
く

な
い
。
確
か
に
疾
患
に
よ
り
多
様

な
症
状
を
呈
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
、
前
述
の
症
状
は
殆
ど
が
年

齢
を
重
ね
た
上
で
の
生
理
学
的
な

変
化
が
ほ
と
ん
ど
で
す
（
わ
か
り

や
す
く
言
う
と
病
気
じ
ゃ
な
か
ば

い
と
い
う
事
で
す
）

　

こ
の
ご
時
世
で
す
か
ら
、
調
子

悪
い
事
は
す
べ
て
「
新
コ
ロ
」
の

せ
い
じ
ゃ
ね
？
と
思
い
が
ち
の
よ

う
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
体
は
年
と
共
に
衰
え

て
き
ま
す
が
、
現
状
維
持
を
目
指

し
自
助
努
力
を
続
け
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
年
を
取
っ
て
楽
を
さ
せ
て

あ
げ
た
い
気
持
ち
は
山
々
で
す
が

健
康
づ
く
り
に
近
道
も
楽
な
道
も

な
い
よ
う
で
す
。「
新
コ
ロ
」
に

負
け
な
い
為
に
も
体
を
動
か
し
て
、

し
っ
か
り
食
べ
て
、
よ
く
休
み
ま

し
ょ
う
。

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２６４

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
　８月５日(水)の午後は、浦本先生が深川市において介護認定審査会に

出席のため休診となります。また、８月１３日(木)、８月１４日(金)、

８月２６日(水)は終日休診となります。

ゆ だ ん た い て き

油断大敵
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図書館から新刊のお知らせ
・留萌本線、最後の時間　　　　山本巧次

・黙示　　　　　　　　　　　　今野　敏

・部首ときあかし辞典　　　　　円満字二郎

他多数の図書が入りましたのでお知らせします。

北竜町教育委員会

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

8/6 （木）ひまわり大学８月講座 改善センター 10:00～

8/11（火）

子どもと高齢者の
ふれあい事業＆図書
館なつやすみ企画
「工作教室」

改善センター・
講堂

13:00～

8/12（水）
海洋性
レクリエーション体験

砂川市Ｂ＆Ｇ
海洋センター

13:00～

生涯学習カレンダー

　６月２６日にやわら保育園にてキッズエアロビク

スを実施しました。

　第１回目はひまわり組と親子で参加の１～２歳児

が対象でした。子ども達はエアロビクスだけではなく、

平均台やボールを使った運動を行い、楽しく充実し

た時間となりました。

　６月１１日に「ひまわり大学」の入学式及び６月

講座を改善センター多目的ホールにて行いました。

今年度の入学者数は６３名でした。

　入学式後の６月講座は、医療法人圭仁会東ヶ丘病

院 精神科認定看護師の疋田 健 氏を講師としてお招

きし、「こころの健康講座」と題して講演を行ってい

ただきました。

　今年度のひまわり大学は、コロナウイルス感染対

策を徹底し、運営を行って参りますので、皆様ご協

力宜しくお願いいたします。

キッズエアロビクスを開催しましたひまわり大学入学式・６月講座を開催

※新型コロナウイルスの影響によって掲載した行事や、
　施設の開館状況が変更される場合があります。

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

8月３・10・17・24・31日（毎週月曜日）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

　８月１１日に子どもと高齢者のふれあい事業＆図

書館のなつやすみ企画「工作教室」を改善センター

多目的ホールと公民館和室にて行います。

テーマはふれあい事業が「高性能紙飛行機の作成」

と図書館事業が「絵本読み聞かせと紙工作」です。

　図書館事業の工作教室はどなたでも参加できます

ので、くわしくは広報折り込みのチラシをご覧くだ

さい。

工作教室、参加者募集中
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平
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宏
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さ
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さ
つ
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さ
ん

父　

谷
川 
嗣
人  

さ
ん

母　
　
　

 
衣
美　

さ
ん

           

そ
う
ま

平
林　

蒼
真　

く
ん

　
　
　

平
成
31
年
４
月
２
日
生
ま
れ

           

は
る
と

谷
川　

陽
飛　

く
ん

　
　
　

平
成
31
年
４
月
16
日
生
ま
れ

パ
パ
と
遊
ぶ
こ
と
が
大
好
き
で
す
！

僕
の
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は
、
も

ち
も
ち
の
ほ
っ
ぺ
た
で
す
！
　
皆

さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

水
口
に
祖
父
の
声
す
る
青
田
か
な
　
　 

　
　 

山
本
玲
子

草
木
の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
や
青
嵐
　 

　 

　
　
　
阿
部
れ
い
子

大
南
瓜
か
か
わ
り
あ
る
か
コ
ロ
ナ
二
波
　
　
　
吉
尾
広
子

大
空
の
鬱
が
満
ち
く
る
手
毬
花
　
　
　
　
　
　
山
岸
正
俊

コ
ロ
ナ
禍
や
気
を
取
り
直
し
杉
菜
抜
く
　
　
　
山
下
好
晴

日
の
高
さ
胸
の
高
さ
や
赤
蜻
蛉
　
　
　
　
　
　
佐
光
久
美
子

暑
寒
岳
雪
消
え
ダ
ム
の
水
豊
か
　
　
　
　
　
　
高
田
紀
子

ダ
ッ
シ
ュ
す
る
姿
も
み
た
や
蝸
牛
　
　
　
　
　
中
島
雅
子

生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

  

碧　

水  

中
村 

裕
世　

様

　

  

和
東
町  

本
多 

光
恵  

様

寄
付

　

永
楽
園
へ

　
　

滝
川
市　

齋
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榮
子  

様

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

碧　

水　

中
村 

美
江
子 

氏 

86
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

（
６
月
17
日
）

和
東
町　

平　

 　

枝　

 

氏 

89
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

（
７
月
７
日
）


